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市街地環境における SINR 特性の 

基地局アンテナ高への依存性 
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１．まえがき 
近年の移動通信の普及や、インターネットアクセスの増大

に伴い、更なる高速・大容量通信への要求が高まっている.

このためには、時間・周波数・符号だけでなく空間領域にお

ける効率的利用が不可欠であり、近年空間領域を利用した

周波数利用効率の改善を図る SDMA（空間分割多元接続）

が注目されている[1].しかし、SDMA の特性はユーザの到来

方向が接近すると大きく劣化する.本報告では、基地局アン

テナ高の違いによる SINR 特性の変化について解析した結

果を示す. 

２．解析モデル 
建物の一辺の長さ、高さをランダムに設定した市街地モデ

ルを図 1 のように作成した.このモデルの道路幅は 20m、各ブ

ロック幅の標準値は 50m であり、基地局受信を行う.このモデ

ルに対してレイラウンチング法を用いて伝搬解析を行い、

SINR による評価を行った. 

解析において、基地局高を変化させ、端末は送信点 1.5m

の高さで、干渉端末は横方向 (X 軸方向 )に動くと仮定した.ま

た建物の平均高を 30m とおき、この平均高から±(平均高×

0.7)の範囲でランダムに分布すると仮定して、建物の幅・高

さが異なる 20 個のモデルを用意し、SINR 分布を解析した. 

３．基地局アンテナ高の違いによる SINR 特性  
上記の解析モデルにおいて、基地局アンテナ高を 50m, 

75m, 100m, 125m, 150m と変化させ、アンテナ高の違いによ

る SINR 特性の変化について解析を行った. 

周波数 3GHz、基地局アンテナのビーム幅 180 度、アンテ

ナ素子数 4、送信電力 1W、SNR=20dB とし、シミュレーション

を行った.図２は基地局アンテナ高 100m における SINR 特性

の推移である.SDMA において、一般的に言われている特性、

すなわちユーザの接近による SINR の低下がみられた. 

図 3 は各基地局アンテナ高に対してシミュレーションを行い、

SINR が 10dB 以下となる範囲を示したもの(実線 )と、所望端

末と干渉端末が Y 軸上 (縦方向 )に並んだ時の SINR の値の

変動幅を示したもの(破線 )である.アンテナ高が高くなるにつ

れ、10dB 以下となる干渉端末の範囲が狭くなる傾向があり、

Y 軸上に端末が並んだ時の SINR の値の変動幅も小さくなっ

ている.特にアンテナ高を 150m とし、Y 軸上に端末が並んだ

とき、SINR 特性は用意した 20 個の解析モデルに対してほぼ

一定の値であり、変動幅は 0 に近づいている。これはアンテ

ナ高が高いため、見通しが得やすく、建物の形状に依存し

ないからであると考えられる. 

4．むすび  
基地局アンテナ高の変化による SINR 特性の変化につい

て、市街地環境を模したモデルを用いて解析を行った.解析

結 果 より、基 地 局 アンテナ高 が 100m 以 上 において、

SINR10dB 以上を確保できる範囲がほぼ安定することがわか

った .また、所望端末と干渉端末が近づく場合において、ア

ンテナ高を 150m としたとき、用意した 20 個の解析モデルに

対して SINR 特性はほぼ一定であり、建物の形状に依存しな

いと考えられる. 
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図 1 市街地環境モデル 

図 2 基地局アンテナ高100mにおけるSINR特性

図 3 基地局アンテナ高の違いによる SINR 特性


